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令和 3年度第 5回倫理審査委員会結果報告書 

 

1. 日 時 令和 4年 1月 31日（月）17：30～18：00 

 

2. 場 所 日本海総合病院 第二講堂 

 

3. 出 席 者  柏英雄（委員長）鈴木義広（副委員長） 

橋爪英二、木村守、川路博之、 

中村美穂、松浦信、佐藤賢、齋藤裕紀、川村司、齋藤幸喜、阿部満、池田恒弥 

（外部委員） 

加藤栄、土田重征、桐澤須磨子 

（事務局） 

成田康之、市村ゆみ子、五十嵐健太 

 

 

4. 迅速審査報告 

(1) リファンピシン軟膏（院内製剤）（003-5-15） 

提出：小児科 医員 浅井 優作 医師 

 

(2) 消化器内視鏡に関連する疾患、治療手技データベース構築（003-4-15） 

提出：消化器内科 診療部長(兼)消化器内科部長 鈴木 義広 医師 

  

(3) 経皮的僧帽弁接合不全修復システムを用いた僧帽弁閉鎖不全に対する治療介入の有効性と安

全性に関する多施設レジストリ－研究（003-5-1） 

提出：循環器内科 副院長 菅原 重生 医師 

  

(4) COVID-19に関するレジストリ－研究(COVID-19 Registry)(変更申請)（003-5-2） 

提出：呼吸器内科 診療部長 齋藤 弘 医師 

  

(5) レセプトおよび DPCデータを用いた循環器疾患における医療の質に関する研究（003-5-3） 

提出：循環器内科 副院長 菅原 重生 医師 

  

(6) 全国調査による大腿骨近位部骨折患者の骨粗鬆症治療に関する研究（003-5-6） 

提出：整形外科 診療部長(兼)整形外科部長 川路 博之 医師 

  

(7) 閉鎖孔ヘルニア嵌頓症例における壊死穿孔のリスクファクターの検討（003-5-8） 

提出：外科 副科長 小笠原 弘之 医師 

  

 

(8) 臨時手術を要した腸重積１８例の検討（003-5-9） 

提出：外科 副科長 小笠原 弘之 医師 
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(9) 当院の周術期 VTE対策プロトコール作成経験（003-5-7） 

提出：外科 副科長 小笠原 弘之 医師 

  

(10) 当院における急性虫垂炎に対する保存加療症例の検討（003-5-12） 

提出：外科 副科長 植木 俊輔 医師 

      

(11) CY1胃癌の治療成績（003-5-10） 

提出：外科 部長 原 康之 医師 

      

(12) 高リスク消化器癌手術症例に対する多職種連携周術期管理（003-5-11） 

提出：外科 部長 原 康之 医師 

      

(13) 山形大学整形外科関連病院における骨盤輪・寛骨臼骨折治療カンファレンスネットワーク

化の取り組みの検討（003-5-16） 

提出：整形外科 診療部長(兼)整形外科部長 川路 博之 医師 

      

(14) カテーテルアブレーション全国症例登録研究［J-AB 2022］（003-5-17） 

提出：循環器内科 副院長 菅原 重生 医師 

      

(15) 妊婦の腸内環境に対する 1－ケストースの有効性を検討するプラセボ対照無策化二重盲検

並行群間比較試験(変更申請)（002-3-17） 

提出：産婦人科 副院長 井出 佳宏 医師 

      

(16) アトピー性皮膚炎の幼児の腸内環境に対する 1-ケストースの有効性を検討するプラセボ対

照無作為化二重盲検並行群間比較試験(変更申請) 

提出：産婦人科 副院長 井出 佳宏 医師 

      

(17) ブリストルスケール導入による排便記録の表現統一と排便に関する看護師の意識変化（003-

5-14） 

提出：TQMセンター 皮膚排泄ケア認定看護師 岩崎 優 

      

(18) コンチネンスケアチームの病棟介入症例報告と病棟看護師の意識変化（003-5-13） 

提出：TQMセンター 感染管理認定看護師 佐藤 幸子 

      

(19) 当院におけるＰＥＧ症例の検討（003-5-4） 

提出：栄養管理室 管理栄養士 高橋 智美 

      

 

 

(20) 当院入院中に緩和ケアチームの提案でポリエチレングリコール（ＰＥＧ）製剤が開始された

オピオイド投与患者の排便状況の後方視的調査（003-5-18） 

提出：薬剤部 副薬局長 阿部 美佐緒      
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5. その他 

(1) 倫理審査委員会事務局からの提案 

① 倫理審査の申請について 

 

② 研究倫理研修会について 

 


